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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月30日(2011.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号を受信するための無線受信機であって、
　第１セットの係数を用いて初期化した定包絡アルゴリズムを前記受信信号に対して実施
するように構成され、且つ等化済み信号を生成するための等化器と、
　前記等化器に結合され、前記等化済み信号を復調するための復調器と、
　前記復調器に結合された低域通過フィルタであって、前記復調済み信号を低域通過フィ
ルタ処理してスプリアス信号を検出し、且つオフセット信号を生成するための、前記低域
通過フィルタと、
　前記低域通過フィルタに結合された係数発生器であって、前記オフセット信号を所定の
しきい値と比較し、前記オフセット信号が前記所定のしきい値に関する所定の条件を満足
する場合に、前記オフセット信号に基づき前記スプリアス信号の周波数を決定して、前記
定包絡アルゴリズムを再初期化するための第２セットの係数を生成するように構成されて
いる、前記係数発生器と
を備える、無線受信機。
【請求項２】
　信号を受信するための無線受信機であって、
　第１セットの係数を用いて初期化された定包絡アルゴリズムを前記受信信号に対して実
施するように構成され、且つ等化済み信号を生成するための等化器と、
　前記等化器に結合され、前記等化済み信号を復調するための復調器と、
　前記復調器に結合された低域通過フィルタであって、前記復調済み信号を低域通過フィ
ルタ処理してスプリアス信号を検出し、且つオフセット信号を生成するための、前記低域
通過フィルタと、
　前記低域通過フィルタに結合され、且つ前記オフセット信号を所定のしきい値と比較し
、前記オフセット信号が前記所定のしきい値に関連する所定の条件を満足すれば、前記定
包絡アルゴリズムを再初期化するための第２セットの係数を生成するように構成されてい
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る、係数発生器と
を備え、前記定包絡アルゴリズム用の前記第２セットの係数は、前記スプリアス信号の周
波数及び所定のひな形フィルタに関連する１セットの係数に基づき生成される、無線受信
機。
【請求項３】
　信号を受信するための無線受信機における方法であって、
　第１セットの係数を用いて初期化された定包絡アルゴリズムを前記受信信号に対して実
施し、等化済み信号を生成する段階と、
　前記等化済み信号を復調する段階と、
　前記復調済み信号をフィルタ処理してスプリアス信号を検出し、且つオフセット信号を
生成する段階と、
　前記オフセット信号を所定のしきい値と比較し、前記オフセット信号が前記所定のしき
い値に関連する所定の条件を満足すれば、前記定包絡アルゴリズムを再初期化するための
第２セットの係数を生成する段階と
を備え、前記定包絡アルゴリズム用の前記第２セットの係数は、前記スプリアス信号の周
波数及び所定のひな形フィルタに関連する一セットの係数に基づき生成される、方法。
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